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テオフィル・ゴーチエによるバレエ

『ジゼル』原案について

小山聡子

はじめに

1841年 6 月 28 日にパリ・オペラ座で初演されたバレエ『ジセソレJ は，ロ

マンティック・バレエ史上最大の傑作で、あり，バレ工作品の金字塔として

現在なお踊り継がれている。テオフィル・ゴーチエによって最初に構想さ

れたことから，『ジゼル』の台本はゴーチエの作品のーっとして『演劇，

神秘劇，喜劇，バレエ(1)j に収録きれており，舞踊の歴史書の中でゴーチ

エは必ず『ジゼル』の作者として紹介きれている。しかし『ジゼルj の台

本には，当時の著名な台本作家サン二ジョルジュの手がかなりの割合で入

っており，ゴーチエが台本の執筆にどこまで関与しているか，明らかでは

ない。バレエの歴史書によってはサン二ジョルジュの名前がなく，ゴーチ

エが『ジゼル』のストーリーを全て執筆したように書いているものもあ

り，劇的な第一幕を含む『ジゼル』の作者として祭り上げられてしまった

ことが，かえってゴーチエの舞踊観を見えにくくしているように思われ

る。実際にはゴーチエは，特に第一幕に関して当初全く違う物語を意図し

ていたのであり，この原案にこそ，ゴーチエの舞踊観が如実に反映されて

いると思われるのである。

この論考では，『ジゼノレ』の成立事情を明らかにした上で，決定稿の

『ジゼル』と，ゴーチエが最初考えた原案との相違点を浮き彫りにし，ゴ

ーチエが持っていた舞踊観との接点をさぐりたい。
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1. 『ジゼルJ のあらすじ

最初に，決定稿となった『ジゼル』のあらすじを知っておく必要があ

る。ここでは台本にそって，初演の段階での筋を短くまとめてみる（2）。

第一幕の舞台は，ライン川に沿ったドイツの美しい渓谷。季節は秋，葡

萄の収穫期である。母親ベルトと暮らす踊りの好きな村娘ジゼルは，向か

いの小屋に住むようになった青年ロイスと愛しあっている。しかし彼女

は，ロイスの本当の身分がシレジアの侯爵アルブレヒトであるとは知らな

い。ロイス（＝アルブレヒト）は従者ウィルフリードを追い払い，ジゼル

との逢瀬を楽しむが，彼女が雛菊の花で恋占いをしたところ，凶と出る。

慌てたロイスは吉となるよう花占いをやりなおす。ジゼルに恋する森の番

人ヒラリオンは，仲睦まじい二人の様子に嫉妬の念を燃やす。ジゼルは葡

萄狩りの少女達と共に踊るが，ジゼノレの母ベルトは，ヴィリたち 生前の

踊りの楽しさを忘れられず，死んだあとも毎夜森で踊り続ける幽霊たちー

の伝説を言い聞かせ，娘の病弱な体を気遣う。クールランド大公とパチル

ド姫一行の登場にロイスは慌てて去り，村人たちは彼らを歓待する。ジゼ

ルに魅かれたバチルド姫は彼女に金の鎖をかけてやり，互いに許嫁がいる

ことを打ち明ける。貴族の一行が退場したところで，ジゼ／レは再び登場し

たロイスと共に収穫祭を祝って踊る。そこへヒラリオンが，ロイスの剣と

貴族のマントを持って現れ，ロイスの出自を暴く。ヒラリオンが吹き鳴ら

した角笛に，大公の一行が再ぴ現れ，パチルドはアルブレヒトが婚約者で

あることを告げる。ロイスの裏切りを知ったジゼルは，衝撃のあまり狂乱

し，ロイスと踊ったダンスを繰り返すが，やがて母の腕に抱かれて息絶え

る（3）。

第二幕の舞台は池のほとりの暗い森，青白い月明かりに照らされた十字

架の墓にジゼノレの名が刻まれている。芦の茂みからヴィリの女王ミルタが

姿を現わし，ローズマリーの杖で仲間たちを呼び起こす。ウ、、イリたちの踊

りのあと， ミルタはジゼノレの霊を呼び出し，ヴbィリとなったジゼルは軽や

(2) 



かに，しかし激しく舞う。ヴィリたちが退場したところへ（4），失意に沈む

アルブレヒトが現れ，精霊となったジゼルを追うが，どうしてもとらえる

ことができない。一方，ヴィリたちは，ヒラリオンを見つけて死のダンス

へ引き込み，疲れはてた彼は池に落ちて死ぬ。アルブレヒトもヴィリたち

に囚われるが，ジゼルが自分の墓の十字架の力で彼を守る。しかしミルタ

はジゼルに踊りを命じ，その姿に魅せられたアルブレヒトは十字架を離

れ，共に踊り始める。この踊りの中で二人の心は堅く結び、つく。アルブレ

ヒトの命の灯が消えようとしたまさにその時，夜明けを告げる鐘の音が響

き，朝の日の光にヴィリたちは消えていく。この時，森の奥でファンファ

ーレが鳴り響き，ウィルフリードと大公，パチルド姫が姿を現す。ジゼル

は次第に墓へと消えていき，パチルドに愛を捧げるよう彼女の方を指き

す。ジゼルは消え去り，命を救われたアルブレヒトは人々の腕の水へと倒

れこむ（5）。

以上が初演時の『ジゼル』の簡単なあらすじである。

2. 『ジゼル』の成立事情

『ジゼルj 初演から一週間後の1841年 7 月 5 日の「ラ・プレス（6)J 紙で，

ゴーチエは『ジセ守ル』の成立事情を明かしている。彼がこのバレエのアイ

デアを得るきっかけを作った『ドイツ論J の著者ハインリッヒ・ハイネへ

の公開書簡という形をとった記事である。それによると，ゴーチエは『ド

イツ論j に，空気の精エルフや水の精ニックス，そして「雪のような肌を

して過酷なワルツを踊りつづけるヴィリ j など，幻の生き物達についての

伝説を見つけ，バレエの着想を得たらしい。

ハイネによると，ヴィリとは「婚約したが，婚礼の日を迎える前に死去

してしまった娘達j である。彼女達の心には，生前満たされることがなか

った踊りへの情熱が生き続け，真夜中の森につどって若者を誘い，死ぬま

で踊らせる。頭には花の冠をつけ，婚礼の衣装をまとい，指に婚約指輪を

輝かせるヴィリたちは，次のょっに描写されている－
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ヴィリスたちはエルフェとおなじよフに月光をあぴて踊る。彼女ら

の頭は雪のようにまっ白ではあるが，若々しくて美しい。そしてぞ

っとするような明るい声で笑い，冒j責的なまでに愛くるしい。そし

て神秘的な淫蕩きで，幸せを約束するようにうなずきかけてくる。

この死せる酒神の型女たちにさからうことはできない（7）。

ハイネも書いているように，この物語はスラヴ起源の民間伝承である。

『ジゼルという名のバレエ（8)j の著者シリル・ボーモントによれば，マイ

ヤーの『百科事典j には Wiles または Wilis の項目があり，定義は［婚

約していながら不実な相手の男に裏切られたため死んでしまった娘の霊が

吸血鬼となったもの」であるという。彼女たちが若くして世を去り，男に

復讐心を持っているのはこうした理由による。

ヴィリの伝説に着目したゴーチエは，手元の紙片に「バレエ，ヴィリ

達J (LES WILIS, ballet ） と記してみるが，すぐにこの発想を放棄してし

まう。しかしその晩オペラ座に出かけたゴーチエは，舞台裏で台本作家サ

ン＝ジョルジュ（9）に出会い，話が急速な発展をみせる。ゴーチエが彼にヴ

ィリの伝説を語ったところ，三日後にはバレエ『ジゼル』の台本ができあ

がり，オペラ座に受理されたのである。そして週末にはアドルフ・アダン

が音楽を書き上げ，装置も完成し，稽古も始まった……以上が，ゴーチエ

の記述による，バレエ『ジゼルJ 誕生のいきさつである。

同じ記事でゴーチエは，静養中で初日の舞台を見ることができなかった

ハイネに物語を解説しており，そこに以下のような記述がある－

いかにしてサン二ジョルジュ氏は，あなたの書かれた民間伝承の精

神を尊重しつつ，オペラ座に合わせて上演を可能にしたかを述べよ

二（ 10)
ノ 0

このあとゴーチエは第一幕の筋を細かく説明し，
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以上が，親愛なるハイネよ，サンニジョルジュ氏の想像による物語

で，これでわれわれが必要としたあどけない死者が確保できたの

だ(11 ）。

と書いている。これらの記述から明白なことは，『ジゼルj 第一幕のスト

ーリーは，全面的にサン二ジョルジュによって創作されたということであ

る。また，『ジゼ／レJ 第一幕には，当時の様々なオペラ，バレエに類例の

あるテーマが見られることから，プロの台本作家であり，劇作術にたけた

サンニジョルジュが巧みにそれらを組み合わせたと考えられる。「ジゼル』

と共通した主題を持つバレエをテーマ別に並べてみよう（カッコ内は初演

の年，スラッシュ以後は『ジゼル』よりあとのもの）

－貴族の男性が身分の低い娘を見初めるテーマ：

バレエ『恋に狂ったニーナj Nina, ou la folle ρu l'amour (1813），バレ

エ『ナタリ－，またはスイスの乳搾り娘j Nathalie, ou la laitiere de Suisｭ

se (1832），オペラ『ユダヤの女』 la ]uive (1835），バレエ『ドナウの娘j

la Fille du Danube (1836) ／バレエ『妖精の名付け子j la Filleule des 

fees (1849) 

－恋人との関係が破綻し，娘が狂乱するテーマ：

『恋に狂ったニーナ』，オペラ『アンナ・ボレーナj Aηna Bolena (1830), 

オペラ『ランメルモールのルチア』 Lucia di Lammermoor (1835) ／バレ

エ『ラ・フォンティ j la Fonti (1855), etc. 

－若くして死去した娘が妖精に変身するテーマ：

『ドナウの娘j，バレエ『影j l'Ombre (1840) 

－人間と精霊（第二幕以後に精霊になる人間を含む）との恋を扱ったもの：
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バレエ『ラ・シルフィードj la S；ゆhide (1832），『ドナウの娘J，バレエ

『コボルドJ Kobbord (1838），オペラ『妖精の湖j le Lac des Fees 

(1839），『影』／バレエ『ラ・ペリ j la Peri (1843），バレエ『オンディー

ヌ j Ondine (1843), etc. 

このうち特に， fジゼルJ 初演の一年前にファニー・エルスレール(12）の

主演で再演されたバレエ『恋に狂ったニーナJ で，狂乱したニーナが恋人

とダンスを踊っていると錯覚するシーンは『ジゼルj 第一幕の狂乱のシー

ンに非常によく似ている。また，“変装 のテーマも当時流行しており，

オペラ『ユダヤの女j では，婚約者のいる貴族が変装し庶民の娘とたわむ

れの恋を楽しむが，これは『ジゼル』第一幕の設定と同じである。さら

に， 1832年の『ナタリー，またはスイスの乳搾り娘』第一幕には，『ジゼ

ノレJ 第一幕と同じく狩りを楽しむ貴族の一行が村で食事をとり，村人たち

に歓待きれるシーンがある。そして，このバレエで貴族の婦人が村娘ナタ

リーに金の鎖を贈るエピソードは，『ジゼノレ』第一幕でパチルド姫がジゼ

ルに金の鎖を与えるエピソードと酷似している。なお，『ジゼル』第一幕

の有名な花占いのシーンは，ゲーテの『ファウスト』のマル方、リータが，

ファウストの愛を確かめるために花占いをするエピソードから借りられた

と思われる。このように，『ジセワレj 第一幕は完全に当時のバレエやオペ

ラの型にはめられており，破綻はないが，ありふれていて通俗的である。

きて，第二幕については，ゴーチエとサン＝ジョルジュのどちらがどれ

だけの割合で、執筆に関わっているのか，議論が分かれる。まず，『ジゼルJ

の台本が全面的にサン＝ジョルジュによって書かれたとするのはセルジ

ュ・リファールである。彼は『ジゼルーロマンティック・バレエの頂

点(13)J で，『ジゼノレ』の場面展開を当時のロマンティック・バレエの典型

である三つの作品と比較・分析し，『ジゼノレ』が十九世紀的な，筋を持つ

バレエの型どおりの構造を持つことを証明している。また，第二幕とサ

ンニジョルジュによる第一幕との場面構成上の類似点を指摘し，このよう

に振付上の要求に沿った厳密な骨組みを設定しうるのは劇場芸術の専門家
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しかあり得ないという考えから，ゴーチエはヴ、イリの伝説を示唆したのみ

で，台本の執筆には一切関与していない， と結論づけている。

次にボーモントは，第二幕は真に詩的な才の結晶であり，ゴーチエの手

が多少加わっているのではないかと推測しているが，第二幕にはサン二ジ

ョルジュが創作した第一幕の主要人物が皆登場することから，やはりサ

ンニジョルジュの協力による成果が大きいと考えている（14）。

一方，『テオフィル・ゴーチエのバレエ(15）.］の著者エドウィン・ビネー

は，初演時の各時評や，『ジゼル』とゴーチエの幻想文学作品「コーヒー

沸かし」との類似点，ゴーチエの他のバレエ台本との比較からゴーチエの

独自性を見出そうとしているが，この問題は解決できないとしている。実

際，当時の新聞もそれぞれ立場が異なっている。例えば，「シャリヴア

リ（ 16）」紙は全幕の執筆をサン＝ジョルジュに帰しているが，「グロー

プ(17）」紙はゴーチエの才能をほめたたえ，「デパ(18）」紙のジュール・ジャ

ナンはゴーチエの才能を賞賛した上で，詩人ゴーチエが迷路に迷わぬよう

導いたのはサン＝ジョルジュであるという書き方をしている。ビネーによ

れば，大半の批評家は，既に著名な台本作家であったサン＝ジョルジュに

全面的に台本の執筆を帰している (19）。

きらに，舞踊史研究の第一人者であるイウ、、オール・ゲストは，ゴーチエ

が常にサン＝ジョルジュの協力を語った点，及び，『ジゼ／レj の音楽を作

曲したアドルフ・ア夕、、ンが，ゴーチエの協力がほんの一部にすぎないこと

から作者としての名前を出さぬよう忠告したことを考慮、し，原案は確か

にゴーチエのものだが，バレエ台本としての形を与えたのはサン＝ジョル

ジュで、あるとしている（20）。

結局この問題は，ビネーが書いているとおり，解決することはできない

だろう。私としては，劇的な要素が多く，マイムでストーリーが語られる

シーンの多い第一幕と比べ，第二幕は，舞台が全て舞踊によって進行して

いる点（これは“踊りへの’情熱 が物語の根幹をなしていることによる）がバ

レエ芸術として格段に優れていること，また，そのことが同時にのちに述

べるゴーチエの舞踊観とも一致していることから，ゴーチエの関与が皆無

(7) 



であったと言い切ることはできないように思う。しかし，『ジゼル』はゴ

ーチエが実際の制作に関与した最初のバレ工作品で、あったことも考えあわ

せると（21)＇やはりプロの台本作家サン＝ジョルジュの協力が多大で、あっ

たと考えるのが妥当であろう。

いずれにしろ，ここで押さえておくべきことは次の三点である。まず，

劇的な筋が展開する第一幕は完全にサンニジョルジュの創作によること，

次に，第二幕は舞踊そのものがバレエの進行を司っている点で格段に優れ

ており，これは踊りに ！!t;かれたヴィリの伝説に着目したゴーチエの功績で

あること，また，ゴーチエが第二幕の執筆に関与していなかったとして

も，第二幕こそがゴーチエのっくりたかったバレエを実現しており，以下

に述べるゴーチエの舞踊観とも一致していること，である。

そしてゴーチエは，『ジゼル』の成立事情を説明した記事に，自分が当

初考えていた第一幕の別の案を掲載しており，さらに『演劇，神秘劇，喜

劇，バレエ』には第二幕につけたそうと考えていた案を載せているのであ

り，実は，これらの案の方が，ゴーチエのバレエ観の重要な側面をより反

映していると考えられるのである。

3. ゴーチエによる『ジゼル』最初のプラン

コやーチエの考えていた『ジゼル』の最初の案とはどういうものであった

のか 7 第一幕，第二幕双方について，原案と決定稿との相違点を検討し

てみたい。

まず第一幕について，『ジゼノレ』の成立事情を説明した「ラ・プレスj

紙の記事で，ゴーチエは当初考えていた原案を以下のように語っている－

(8) 

演劇上の策略や舞台の要請に無知な私は一幕目にはこんな風に，ヴ

ィクトル・ユゴーが歌ったあの東方の娘を出せばよいとただ単純に

考えていた。どこかの王侯の館に華麗な舞踏の聞が見える。シャン

デリアに灯火が入り，瓶には花々が生けられ，御馳走も並んだが，

招かれた客はまだ到着していない。ヴィリたちは，水品と金箔に燦
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然と輝くホールで踊る楽しさと，新たな仲間を増やしたい気持ちに

引かれてしぱしの間姿を見せる。ヴィリの女王は魔法の杖で床を叩

いて，踊る娘たちの足にコントルダンスやワル、ソ，ガロップやマズ

ルカへの飽くことなき情熱を伝達する。殿方と貴婦人たちが到着す

ると，身軽い影のように娘たちは飛ぴ去る。魔法にかかった床に駆

り立てられ，また恋人が他の女性を誘うのを邪魔したい一心で夜を

踊りあかしたジゼルは，あのスペインの乙女のように，明け方の冷

気に気づいて驚く。すると皆には姿の見えない蒼白なヴィリの女王

がジゼルの心臓に氷のような手を置くのだ（2へ

このゴーチエの原案をバレエにした時の場面構成を考えてみると，以下の

ようになるだろう

場面一，もてなしの準備が完了した王侯の館，華麗な舞踏場での幕開き

場面二，ウPイリ達の到着

場面三，ヴィリの娘達による様々な踊りの展開

場面四，人間達の到着，ヴィリ達退場。

（及びおそらく人間たちによる踊りの展開，ジゼルと恋人，他の女性たちとの葛

藤）

場面五，ジゼルの踊り（以下に述べるが，スペイン舞踊が踊られる）

場面六，ジゼルの死去

この，ゴーチエによる第一幕の原案と，サンニジョルジュによる第一幕の

相違点は，以下の二つである。

まず，サンヱジョルジュによる第一幕は非常に劇的で、メロドラマの要素

が大きいのに対し，ゴーチエの原案には筋の展開がほとんど見られず， も

っぱらダンスの連続となっている。これは，のちに述べるゴーチエの舞踊

観と密接な関係を持つ重要なポイントである。具体的には，場面二のヴイ

リたちの到着，場面三のヴィリたちが繰り広げる踊り，場面四でおそらく
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人間たちによって踊られる舞踊，場面五のジゼルによるスペイン舞踊，以

上場面二～五は全て踊りによって舞台が進められることになるだろう。こ

の案は，個々の場面が非常に絵画的で踊りの種類も多様で、あり，各シーン

が独立しているという特徴を持つ。

二つめの違いは，ゴーチエの原案には，ハイネの『ドイツ論J に登場す

るヴィリと，ユゴーの詩編「幽霊（23)J に登場する，踊りを愛しすぎたた

めに死んだスペインの娘が登場することである。この娘はスペイン舞踊の

衣装を身につけており，彼女が夢中になりすぎたため死去する原因となっ

た“踊り”とは，スペイン舞踊であった。従って，ゴーチエの原案ではヴ

ィリたちの踊りとスペイン舞踊の双方が踊られる設定となっていたが，サ

ン二ジョルジュによる第一幕の舞踊はドイツの農民の踊りのみとなり，踊

りの見せ場は非常に少なくなった。

以上から，ゴーチエによる第一幕の原案は，物語性よりも踊りの要素が

色濃かったと考えていいのではないか。

次に，第二幕に関しでも，ゴーチエは決定稿とは別の希望を持ってお

り，ヴFィリの踊りに地方色を取り入れ，踊りを多様化したいと考えてい

fこ。

『ジゼル』決定稿の台本では，第二幕のミルタ登場のあとに， トルコ，

インドの舞姫，そしてフランス， ドイツの娘たちによる民俗的性格の強い

舞踊が踊られることになっていた。ビネーによれば，この場面は初演の段

階でカットされたらしいが，ゴーチエはこの案にかなりの執着を持ってい

たと考えられる。何故なら，ゴーチエの著作『演劇，神秘劇，喜劇，バレ

エj，及び『オペラ座の美女たちJ の「ジゼルJ の項目両方に，以下のよ

うな各国のヴFィリによる舞踊への言及が見られるからである。

まず，『演劇，神秘劇，喜劇，バレエJ に掲載されたハイネへの公開書

簡の記事には，ゴーチエ自身の序文が最晩年である 1872年に付加されてお

り，この序文に，ゴーチエが公演後も希望していた『ジセ、ル』第二幕のプ

ランが載せられている。それによるとゴーチエは，「カスタネットをカタ

カタ鳴らしj ながら「月光にくっきりと浮かび上がるセビリャのカチュー
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シャの踊り子」を先頭に，ジプシーの娘，ブーツの拍車を鳴らすハンガリ

ー娘，インドの舞い姫，首にネッカチーフを巻いたオペラ座の踊り子らが

次々に自国の踊りを繰り広げ，新しくヴィリとなるジゼルのための「輝か

しい歓迎会」のシーンを構想していたのだ（24）。

また，ゴーチエによる別の解説である『オペラ座の美女たちJ の「ジゼ

ル」の章にも，実際は舞台で踊られることのなかった「激しく踊るアンダ

ルシアの娘J，「物憂げな様子のドイツの娘J，「鼻に黄金の輪の飾りをつけ

たバヤデール」らによる舞踊が第二幕に踊られる，という記述があ

る（25）。ゴーチエが，公演後も異国の舞踊によって踊りの場面を増やし，

多様化することを希望していたことが分かる。

従って，ゴーチエによる『ジゼルJ のプランは，現在見られるような第

一幕の農民の踊りと第二幕のヴィリたちによる「白いバレエ（26）」の対照

というロマンティック・バレエの定石に沿ったものではなく，第一幕はヴ

ィリたちの踊りとユゴーの詩に登場するスペイン娘のスペイン舞踊，第二

幕においては各国のヴィリたちによる様々な舞踊を展開させる意図を含ん

でいたことが理解できる。

結局，ゴーチエによる第一幕の原案は，物語性があまりにも希薄であ

り，当時のバレエとしては成立しなかったであろうことから変更きれ，第

二幕に関してもヴ、ィリたちの様々な踊りは省かれてしまった。ゴーチエ自

身，自分の第一幕原案では『ジゼル』の劇的な効果は失われ，第二幕に対

しても驚きの効果が失われたであろうと書いており，バレエそのもののた

めには最終的にサンニジョルジュの案でよかったと言つことができる。し

かし，実はこのゴーチエによる最初の案に，彼のバレエ観がより反映され

ていると考えられるのだ。それでは，ゴーチエのバレエ観とはどのような

ものであったか。

4. 『ジゼル』制作時におけるゴーチエのバレエ観

『ジゼル』は初演が1841年 6 月 28 日であることから，この時期以前のゴ

ーチエの記述を中心に検討し，『ジゼノレ』制作時におけるゴーチエのバレ
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エ観を，舞踊の本質のとらえ方，バレエ台本への考え，そしてバレエの表

現手法に対する指向，の三点にしぼって考えてみたい（27）。

第一に，ゴーチエは舞踊の本質をいかなるものと考えていたか？ ゴー

チエはこの問題を，舞踊評の中で繰り返し取り上げている。ゴーチエの主

張とは，踊る行為以前に存在するストーリーや意味を重視せず，舞踊子の

身体の美によってつくられる形や動き，すなわち踊りの振付そのものを舞

踊の本質とすることである。彼は既に1837年に次のように書いている一

踊りとは畢克，優美なポーズのもとに美しいフォルムを示し，視覚

に快い身体の線を展開する以外の目的を持たないのだ。それは沈黙

するリズム，目で眺める音楽である（28）。

バレリーナに要請されるべき第一条件は美である，それを忘れては

ならない。［中略］ダンスとは，身体の線の展開にあったきまざま

なポジションのもとに，優雅で、精微なフォルムを見せる芸以外の何

ものでもない（29）。

当時のフランスでは，舞踊に論理的な意味やストーリーを求める傾向が強

しそうした中でこの考え方は非常に例外的で、斬新で、ある。

こうした観点があったからだろう，ゴーチエは時評の中でバレエのスト

ーリーの記述を，ダンスの延々たる描写で中断することも多かった。彼の

記事は，他の批評家に比べてダンスの描写が圧倒的に多くの割合を占めて

いるのである。この“思想、の不在”を美の条件とするゴーチエの舞踊観

は，『モーパン嬢J の序文に強烈に現れているような有用性の否定，「芸術

のための芸術J の主張と完全に一致しており，ゴーチエの文学観とも矛盾

するところがない。

第二に，台本に関してであるが，ゴーチエはバレエの台本制作に必要な

のは一目瞭然に理解できる簡単な筋を作ることであるとし，台本を読まな

ければ分からないような複雑な筋を拒否した。この考え方が最初に具体的
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な考えとなって記述きれるのは，『ジゼ／レ』初演の二年前である 1839年 1

月 28 日初演のバレエ『ジプシ－~の評（制である。この記事で彼は，バレ

エには大げさな台詞や美しい韻文など全く必要なしとにかく第一に状況

を設定すること，トある物語を考案し，常に目に見えるようなやり方で筋

を脚色すること，容易に理解できるポーズ，動作によって表現し得る出来

事や情熱を見つけだすこと」が必要で、あると主張している。『ジゼ／けか

ら五年後の1846年には，優れたバレエ台本を制作するためには“詩人と画

家の協力”が必要で、あるとの見解を打ち出すにいたるのであり，物語性よ

りも一つ一つの場面の美に重点をおく姿勢が明らかになる。

十九世紀ノ〈レエの背景についても触れておかなければならないが，当時

は現在の常識からすると驚くほど複雑な筋を持つバレエが多数存在し，一

体どのようにして筋を理解させていたのか，疑問を抱かざるを得ないほど

だ。多くの時評も，紙幅のほとんどをバレエの筋の説明にあてており，ゴ

ーチエもやはり読者に筋を知らせる必要から，記事の多くをストーリーの

説明に割いている。が，彼の筋の記述には舞踊評執筆当初から，他の批評

家とは異なる独自性，すなわち，筋そのものには決して重点を置かず，極

力台本に頼ることなくあくまで舞台から理解したことだけを記述しようと

つとめる姿勢が見られる。ゴーチエは台本を「恥ずべき手段（31)J とまで

呼ぴ，往々にして台本を聞かないため，筋を全く理解できていないことも

ある。時に台本を引用するとしても非常に軽蔑的に，台本の記述と実際の

舞台とのずれをからかう場合がほとんどである。紙面の関係から例を紹介

できないが，バレエ『モヒカン族』や『女に変わった牝猫J についての評

に，この傾向が色濃く見られる（問。こうした点には，他紙の多くの批評

家たちが，台本を頻繁に引用しながら筋書きを忠実に伝える姿勢と大きな

差が見受けられる。

このようにゴーチエは，バレエにおける複雑な筋を嫌った結果，ストー

リ一説明の為に使われる“マイム（3げ’をできるだけ排除したいと考えて

いた。当時は非常に複雑な筋のバレエが上演されていたことから，マイム

も現在より発達していたようであるが，ゴーチエはバレエを見る際，マイ
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ムからストーリーを読み取ることにほとんど努力を払っていないのだ。

第三にゴーチエは，バレエの表現手法として，異国の民俗舞踊を取り入

れて踊りの種類を多様化することも考えていた。女性舞踊手によるポワン

ト技法（34）はロマンティック・バレエの最も画期的な発明であったが，バ

レエがこの新しい技法一色に染まり，変化がなくなることを恐れたからで

ある。ゴーチエは1837年， ドロレス・セラル（35）らスペインの舞踊団によ

るスペイン舞踊について，以下のように書いている－

これだけ個性のある民俗舞踊は，本来単調な踊りのレパートリーを

見事に多様化したことだろうに。 ［中略］ 舞踊芸術という，言葉

を持たない具体的な芸術には，退屈を免れないバレエの舞台にひた

すら妙味を付与するこの改革（＝民俗舞踊による改革）が，他の何

よりも適しているのである（36）。

スペイン舞踊やインド舞踊などの民俗舞踊は，「白いバレエj と共に，ロ

マン主義の異国趣味を代表する重要な側面の一つであった。特にドロレ

ス・セラルらスペインの踊り手たちによってフランスにもたらされた「カ

チューシャ」は，ファニー・エルスレールの踊りによりオペラ座で一大セ

ンセーションを巻き起こし，ゴーチエが彼女に熱烈な賛辞を送ったことは

非常に有名である。ゴーチエがスペイン舞踊やインド舞踊に熱中したの

は，これらの踊りがストーリーを持たず，踊りのみによって展開するとい

う点で，彼の理想、に合っていたからとも考えられる。このことは，民俗舞

踊に関する記事で，ゴーチエが延々と踊りを描写している点からも説明が

つくだろう。

さて，以上のようなゴーチエのバレエ観が，果たして『ジゼルJ の原案

に現れているかどうか，これを照合していきたい。

5. 『ジゼルJ の原案とゴーチエのバレエ観との照合

ここでは， 4. で見たゴーチエのバレエ観が，ゴーチエによる『ジゼ
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／レJ 原案にどのように現れているかを検証してみよう。

第一に，ゴーチエは舞踊において振付そのものを最も重視したが，先に

見た通り，ゴーチエによる『ジゼルj 第一幕の原案は，ほとんどがダンス

の連続により進行し，場面二，三，四，五は全て夕、、ンスの展開であること

から，物語性よりも舞踊そのものが中心となることは明らかである。特に

場面五におけるジゼルのスペイン舞踊は，踊りの見せ場としてクライマッ

クスとなろう。このように，第一幕冒頭から筋に動きが無く，踊りのみに

よって舞台が進行するバレエの案は，当時としては非常に異色で、ある。第

二幕に予定された各国のヴィリの案についても，やはり様々な踊りの要素

を多く取り入れ舞踊を長く見せることを意図した結果だろう。彼の原案に

は，バレエにおいて踊りを最重視した舞踊観が現れているのである。

第二に，バレエ台本についてゴーチエは，一目瞭然に理解できる簡単な

物語をつくることを理想としたが，彼の原案には筋の展開がほとんど見ら

れず，物語が極限まで単純化されていることは明らかである。バレエ『ジ

ェンマJ を執筆する 1854年に，ゴーチエは台本作者の役割はプロットを与

えるだけとする謙虚な姿勢を打ち出すのだが（37），ゴーチエの『ジゼルJ

原案からはプロットさえもほとんど消滅しかけており，筋のないバレエに

近づいている。一つ一つの場面の独立，個々の場面が，詩的かつ絵画的で

あるという特徴は，台本制作に際しのちに“詩人と画家の協力”という考

えを打ち出すゴーチエのバレエ観と完全に一致する。

コ、、ーチエの嫌ったマイムについてはどうか。彼の第一幕原案では，スト

ーリーを説明するためのマイムはほとんど必要ないと思われる。おそらく

状況説明の為に必要なマイムは，ヴィリの女王が同胞たちに踊りへの情熱

を伝達する場面三で，「踊りなさい」と伝えるくらいではないだろうか。

ややドラマが見られる場面四の，ジゼルとその恋人，他の女性たちとの葛

藤は，マイムではなしむしろ舞踊による進行に適した内容である。

第三に，ゴーチエはバレエに異国の民俗舞踊を取り入れたいと考えてい

たが，原案の第一幕においてはハイネの記述から知ったヴィリたちの踊

り，及びユゴーの東方の娘からヒントを得たスペイン舞踊を，そして第二
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幕においては『ジゼルj 完成後も第二幕に民俗舞踊を入れることを意図し

ていた。ポワント技法一色に染まることのないよう民俗舞踊を取り入れよ

うとした点で，ゴーチエの原案と彼のバレエ観の一致は明白である。

結ぴ

きて，以上のように考えてみると，『ジゼノレj 原案は，ゴーチエの舞踊

観を如実に反映しており，彼のバレエに対する姿勢が現れていることが理

解できる。サン＝ジョルジュによる第一幕は，当時のバレエの流れに沿っ

てはいるが，ゴーチエの舞踊観とはかけ離れたものであったことを，再度

ここで確認しておきたい。

ロマンティック・バレエを転換点とし，その後百年ほどの時代の流れの

中で，バレエは物語性の希薄な純粋な造形美としての芸術という一つの大

きな方向性を生み出しこの可能性こそが二十世紀のバレエにおける大き

な流れとなるのだが，ゴーチエは1841年の時点で早くもこの可能性を感じ

取っていたと考えられる。しかし，筋をほとんど持たないという，当時か

なり異色で、あったゴーチエの原案が舞台化されていたら，果たして成功し

たであろうか。少なくとも，当時の観客の支持を得ることはできなかった

であろう。ゴーチエの案は，当時としては斬新すぎたのである。しかし，

他のロマンティック・バレエが『ラ・シルフィード』を除いてほとんど忘

れ去られてしまったのに比べ，物語が踊りにより進行するというゴーチエ

のバレエ観を実現した『ジセソレj 第二幕が至高の傑作で、あり，現在もなお

バレエの頂点を極め続けていることこそが，彼のバレエ観の現代性を充分

証明しているのではないだろうか。

7王

( 1) Thεophile Gautier, Theatre, Mystere, Comedies et Ballets, Charｭ

pentier, Paris, 1872. 

( 2 ) 『ジセ守ル』のストーリーについては，オリジナルの台本である Giselle

ou Les Wilis, Ballet fantastique en deux actes, par De Saint-Georges, 

Theophile Gautier et Coraly, Michel Freres, 1841 を参照した。ここで
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は場面構成や，現在の『ジセ、、ル』との相違点について詳細を述べる紙

面はないことから，最低限必要と忠われることのみ誌に記しておいた。

なお，振付の責任者であったジャン・コラリの名も台本の口頭にかか

げられており，公式にはコラリが『ジゼルJ を振り付けたと発表され

たが，実際は大部分をジュール・ぺローが担当したと考えられている。

( 3) ゴーチエによる「ラ・プレス」紙の解説と『オペラ座の美女たちJ 所

収の「ジゼル」の解説では，ジゼルはヒラリオンの持ってきた剣で白

殺することになっているが，台本ではジゼルはショックで死去するこ

とになっている。初演時どちらだったかについては，現在でも議論が

分かれている。
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